
 

 

 

日常が人生をつくる 

   

あなたの知らないところに いろいろな人生がある 

   あなたの人生が かけがえがないように 

   あなたの知らない人生もまた かけがえがない 

   人を愛するということは 

   知らない人生を知るということだ        （灰谷健次郎『ひとりぼっちの動物園』より） 

 

教師は縁があって受け持つたくさんの生徒さんの人生を「知り」ます。知ろうとします。思春期を迎えたみなさんは、大

人から自立しようとする時期。ときにそれは面倒なことであったり、煩わしく感じたりすることも多かったかもしれません。 

教室での他愛ない雑談、授業中の様子、部活動、委員会活動、学校には実にさまざまな場面があり、みなさんの実に

豊かで多様な姿を私たちは見、そして「知って」きました。 

日が暮れたころから、職員室では先生方が膝を交えて、「なぜ？」「どうしたら？」とみなさんのことを話し、みなさんの

『本当』を知ろうとするやりとりを日々繰り返しています。 

また、保護者の方との電話、家庭訪問、学校での話し合いや語り合いの様子も、幾度となく見てきました。そうして保

護者のみなさんのお考えも聞いて、できるだけ広く、深く子どもたちを「知る」努力を積み重ねていました。 

進路選択という大きな岐路に立つ９年生を受け持つ皆川先生が、澤田先生や牧野先生と、腕を組んだり、頭をかい

たり、両手を頭に置いたりしながらクラスのことを話している姿を、目にしない日はありませんでした。 

もちろん、楽しそうな場面もたくさん見ました。つい先日は、職員室の動画編集用パソコンにかぶりつきになっている

皆川先生が、ニコニコしながら何かしているので近寄ってみると、卒業アルバムの編集作業中で、「あの子たちの３年

生の時の姿です。かわいいでしょう！」笑顔でそう言いながら、同じ人、同じ場所などがかぶらないように、抜けがない

ように細心の注意を払いつつ写真を選んでいるところでした。９年分の写真でアルバムをつくる。一貫校のいいところ

です。 

ただ、９年間の写真をきちんと引き継いで保存しまとめる大変な作業を、業者発注ではなく、日常の仕事の合間に完

成さなければならない皆川先生やこれまでの９年担任は大変だなあ、と心から敬意を表さずにはいられませんでした。 

子どもたちの成長をそうしてうれしそうに話す先生方の笑顔。それこそが、この仕事のやりがいを端的に表している、

改めてそう思いました。 

もうすぐ、そのアルバムが皆川先生の手から９年生に手渡されます。みなさんに関わってこられた先生方が、みなさん

の人生の一瞬を記録した写真を９年分バトンリレーしてきた集大成。その日のことを想像すると、私までがちょっとわく

わくした気持ちになります。 

 

 作家の山崎ナオコーラさんが、中高生向きに書いた文「『ふつう』を楽しむ」（『答えは本の中に隠れている』岩波ジ

ュニア新書）にこんな一節があります。 

 

「もしかしたら、あなたは、自分の個性について悩むことがあるかもしれません。でも、自分の個性って、人生にそこまで重要

ではないかもしれません。周囲が形作っていくものなのかもしれないからです。それから、進学や就職や結婚など、自分らし

い特別な生き方をしなければならない、というプレッシャーを感じることもあるかもしれません。しかし、意外と、進学先や就職

先や結婚相手は、人生に大きな影響を与えません。季節や、散歩や、コーヒーなんかの日常が人生をつくるからです。」 

 

日常が人生をつくる。 

９年生のみなさん、日常の何気ない瞬間をふっと楽しく感じるゆとりを大切に、どうぞそれぞれが自分の「おもしろい人

生」を、作っていってください。                                     

    京都大原学院 校長 瀧本祐一郎 
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三千院「節分会」 ２月３日（金） 

前期ブロック（１～４年生）の学院生が、三千院の節分会に参加しました。始めに

御門主から節分のお話を聞き、一緒に読経をしました。すると、鬼の恐ろしい声が

聞こえてきて、２匹の鬼が現れ、豆撒きが始まりました。学院生は、鬼の勢いに驚い

て、始めは後ずさりしていましたが、「鬼は外、福は内！！」という大きな声で、山門ま

で鬼を追いやり、撃退することができました。 

最後は、山門で福撒きに参加して、豆やお菓子などたくさんの福を頂きました。心の中の悪い鬼を追出し、「除災招

福」これから１年間、毎日元気に過ごせます。三千院の皆様 ありがとうございました。 

大原インターナショナルクラブハウスの放課後活動 ２月１６日（木） 
昨年度末に西館コンピューター室を改装して、新しく誕生した「大原インターナショナルクラブハウス」は、英語の授

業だけでなく、放課後の活動にも有効活用されています。 

木曜日の放課後活動（aｆｔｅｒ school activity）として、外国語の知識が豊富な保護

者を中心にアイディアを出し合って、さまざまな楽しい活動を行っていただいています。 

2月16日の活動では、中国人留学生2名をゲストに招き、中国の伝統的なスポーツ

のジェンズ（毽子）を紹介いただきました。昔々銅銭に鶏の羽を付けて蹴って遊んだのが

起源とされるジェンズ。現在は学校の運動会などでも親しまれているそうです。一人ひと

つずつ手作りジェンズを作って遊んでから、最後は運動場に出て、本物のジェンズを蹴っ

てみました。初めてなのに 10 回以上続けて蹴る子も！すごいですねーと講師も感心。寒さ吹き飛ばす楽しい活動とな

りました。 

茶道体験教室 ６年生 ２月１５日（水） 
実光院のお茶室をお借りして、６年生茶道教室をおこないました。 

まず客殿で、卒業生の保護者でもある講師の方から茶道の所作について丁寧に

教えていただきました。 

つぎにお寺の方に、実光院の歴史や掛け軸「日々是好日」の言葉についての説

明、お茶室などについてもお話をしていただき、学びを深めました。 

そのあと、季節を感じるお菓子をいただき、いよいよお茶室へ。「理覚庵」と名付け

られたお茶室は、ほとんどの資材を地元で調達して作られたという美しい建物です。緊張した面持ちで２グループに分

かれて入室し、そこで美味しいお茶をいただきました。 

地域の由緒ある素晴らしいお寺で、茶道の文化に触れることができ、とても有意義な時間となりました。 

講師の方、実光院の皆様、お世話になりありがとうございました。 

標準服について話そう会 ２月１７日（金）１９：００ 

京都大原学院ＰＴＡ主催の「標準服について話そう会」が、大原インターナショナルクラブハウスにて開催されました。

パネルディスカッション形式で、保護者の代表６名のパネリストの方から、標準服についての考えを発表していただき

ました。幅広いご意見をお伺いすることができました。また、京都大原学院の設立時のお話を、当時の小学校ＰＴＡ会

長と、初代校長宮﨑先生よりお伺いすることができました。現在の京都大原学院をさらに向上・発展させていきたいと

決意させていただきました。参加された保護者のみなさまからも、貴重なお話を直接聞くことができ、大変有意義な時

間になりましたとのお声をいただきました。ご参加ありがとうございました。 

大原産米給食 ２月２４日（金） 

京都大原学院開設当時から続く「大原産米給食」。今年も地域の方から

お米をいただき、学校で炊飯して美味しくいただきました。自分たちの住む

地域で作られたお米を食べることができるなんて、学院生はみんな幸せだ

なあと毎年羨ましく思います。大原のお米はみずみずしくて、艶々していて、と

ても美味しかったです。「美味しかった。もっと食べたいな。」「毎日、大原の

お米だったらいいのになあ。」と、今年もたくさん笑顔の見られる給食時間でした。ありがとうございました。 



大原こども見守り隊 感謝の集い ２月２７日（月） 
夏の暑い日も、雨の日も、雪が降り積もる寒い日も、毎日学院生の登校を見

守ってくださった「大原こども見守り隊」の皆様に、感謝を伝える集会を開きまし

た。  

感謝状と、子どもたちからのお礼のメッセージカードをお渡しすると、見守り隊

の方から「私たちが学校に通っていたころは、集団登校はありませんでした。皆

さんは、毎日同じ時刻に集合し、私の家の前を同じ時刻に通過していくことはす

ごいことだと感心しています。これからも、みんなで安全に登校してください。」というお言葉を頂きました。 

見守り隊の皆様、今年度もありがとうございました。これからもよろしくお願いいたします。 

 

みんなが気持ちよく過ごせるように 

昨年度末にも紹介させていただきましたが、今年度もみんなが気持ちよく過ご

せるように、管理用務員さんが校内の整備を進めてくださいました。 

左の写真は、玄関の教職員下足ロッカーを置いてあった場所です。この棚は、

旧小学校の玄関で使用されていた靴箱をリメイクしたものです。京都大原学院

開設以来、物置となり人目に触れることもなかったのですが、見事なディスプレイ

ラックに生まれ変わり、玄関を華やかにしています。学院生の作品も展示されて

いますので、ご来校の際は、ちょっと玄関で足を止めて、ご覧いただけたら嬉しい

です。 

 

４月上旬までの主な予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業証書授与式  

３月１５日（火）午前９時３０分開式  

   【受付】午前９時～９時１５分 

学院生は、通常の時間に登校し

ます。 

教職員離任式 

３月３０日（木）午前８時５０分～ 

在校生は８時２５分までに登校し

ます。（集団登校ではありません。）

離任者については、３月２３日（木）

１２時より本校ホームページでの公

開及び玄関前での掲示にてお知ら

せします。 

着任式・始業式・ブロック進級式 

４月６日（木） 

令和５年度の始まりです。２～９

年生は、通常の時間に登校します。 

（６年生以下は集団登校です。） 

入学式 

４月７日（金）午前１０時３０分開式 

  【受付】午前１０時～１０時１５分 

２～９年生は、通常の時間に登校

します。（６年生以下は集団登校で

す。） 

給食開始 

４月１２日（水） 

 

令和４年度 学校視察・訪問一覧 

７月１５日 大阪府豊能町教育委員会様 

７月２９日 札幌市教育委員会様 

８月１８日 京都府亀岡市教育委員会様 

８月２６日 高知県大川村教育委員会様 

      （中止）大川村立大川小中学校様 

８月３０日 三重県松阪市教育委員会様 

９月２０日 玉川大学様 

９月２２日 北海道庁教育委員会様 

 東稜高校様（新規採用研修） 

１０月１２日 静岡県掛川市教育委員会様 

１０月１８日大阪府豊能町教育委員会様 

         岩手県大槌町教育委員会様 

               釜石市教育委員会様 

１１月 ４日 神戸市教育委員会様 

１１月１８日 愛知県美浜町教育委員会様 

２月２２日 根室市教育委員会様 

                 歯舞学園様 

             海星小中学校様 

厚床小中学校様 

落石小学校様 

落石中学校様 

 

今年度は、感染症対策が緩和され、全国各

地から多くの学校、教育委員会にお越しいた

だきました。各校や行政の特色ある学校づく

りや取組などをお聞かせいただく貴重な機会

となりました。ありがとうございました。 

前期ブロック生は、「式」

の時、すべてグレートレー

ナーを着用します。忘れな

いようにお声かけお願い

します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年度 学校教育目標 

大原のゆとりある心を 自信をもって伝えられる子に！ 

日 曜

1 水 夏時間開始(16:30、17:45)　合同部活動(４年見学、体験) フッ化物洗口

2 木 専門委員会 木曜校時

3 金 学級懇談会（１～８年）　前期ブロックを振り返って(4年、本館多目)

4 土

5 日

6 月

7 火 町別児童会(1～6年)　中期選抜前日指導(9年、放課後)

8 水 公立中期選抜　合同部活動(４年見学、体験) 　フッ化物洗口

9 木 クラブ活動(3年見学) 木曜校時

10 金 中期選抜追検査　社会見学(3年、府警、宝が池)※振替
 諸費引落日

11 土

12 日

13 月 式全体練習(1～8年)　
【９年：校外学習】

14 火 式予行　　③④９年生を送る会　　式準備（午後）

15 水 卒業式（９：３０開式）　　巡回文庫

16 木 学校安全の日 木曜校時

17 金 給食終了　　ブロック修了式

18 土

19 日

20 月 修了式　大掃除　前期課程修了証書授与(6年、校長室) １１：４５下校

21 火 ＜春分の日＞

22 水 春季休業（～４／５） 古紙回収

23 木 教職員研修

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木 離任式（８：５０）

31 金

令和４年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３月行事予定

学校行事・PTA・地域・保健行事など

４月の主な予定

　　６日（木）始業式

　　７日（金）入学式（１０：３０開式）

　１８（火）　全国学力・学習状況調査

　21(金）　交通安全教室、授業参観・学級懇談会

　２６（水）～２８（金）　家庭訪問

※新型コロナウイルス感染拡大の状況によって、変更になることがあります。　　予めご了承ください。


学校運営協議会19:00

１0日（金）は、3月の諸費引落日です。

ご入金よろしくお願いします。

２２日（水）に、ＰＴＡ古紙回収を行います。

地域の皆様、ご協力をお願いします。


